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発表論文名・著書名　等

（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）

著書　なし
査読付き論文

1. 野原徹雄，雑賀　高，石見聖人，齊藤洋輔，尿素を原料とするアンモニア燃料水素エネルギーシステムの研究，89(10), pp. 996-1005, 2010
国際学会論文（査読付も含む）

1. Hirano, T., Nohara, T., Saika, T., DME Hybrid Power System with CO2 Recycling for Commercial Vehicles, SAR Paper 2010-01-1789, SAE Power Systems Conference, Ft. Worth, Texas, USA, November 3, 2010
2. Arai, A., Kanzaki, Y., Saito, Y., Nohara, T. Saika, T., A Fuel-Cell Electric Vehicle with Cracking and Electrolysis of Ammonia, SAE Paper 2010-01-1791 SAE Power Systems Conference, Ft. Worth, Texas, USA, November 3, 2010
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 雑賀　高、自動車のエクセルギー解析、自動車技術、64(4)、pp.10-15、2010
2. 雑賀　高，液体アンモニアを燃料とする新しい水素生成装置の開発，燃料電池（秋号），10(2)，pp.87-91，2010

招待講演　なし
口頭発表

1. 野原徹雄，石見聖人，齊藤洋輔，雑賀　高，尿素を燃料とする水素エネルギーシステム（第二報），日本エネルギー学会年次大会，工学院大学，2010年8月3日
2. 新井章仁，雑賀　高，アンモニアを燃料とする燃料電池における電気化学的アンモニア除去に関する基礎的研究，第55 回研究発表会，日本エネルギー学会関西支部，2010年11月25日
3. 浜野友紀，野原徹雄，雑賀　高，尿素エネルギーシステムにおけるアンモニア生成，第55 回研究発表会，日本エネルギー学会関西支部，2010年11月25日
4. 仁ノ平拓也，雑賀　高，長本英俊，酒井裕司，尾嶋　桂，小屋敏行，バイオマスガスによるディーゼルエンジン運転特性，第55 回研究発表会，日本エネルギー学会関西支部，2010年11月25日
5. 平野貴之，矢川一輝，雑賀　高，野原徹雄，商用車用DME ハイブリッドシステムのCO2 回収システム，第55 回研究発表会，日本エネルギー学会関西支部，2010年11月25日
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）　なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 雑賀　高、「アンモニアから水素」、化学工業日報、p.2、2010年8月11日
2. 雑賀　高、「アンモニア 効率的に抽出」、日刊工業新聞、p.27、2011年2月28日
博士　なし
修士3名

学士3名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 雑賀　高，齊藤洋輔、アンモニア燃料・水素生成システムの開発、FC EXPO 2010 アカデミックフォーラム、東京ビッグサイト、2010年3月5日

2. 雑賀　高、アンモニアを燃料とし、二酸化炭素を排出しない水素生成装置、タマティーエルオー新技術説明会、2010年7月27日、12月10日

以上

